
新刊紹介

RJ.W. EVANS and Guy P. MARCHAL (eds.),

T"e UDcsQfr"cMMd/cAges"〃りばgγ〃E"γ""" S""s. His加秒，
"""0"〃00Jα"""2Seαγc〃んγOγ増j"s lWriting the Nation Series],

Basingstoke, Palgrave Macmillan, 201 1, viii+296 p., f65

ヨーロッパ財団の援助のもと, 2003年から2009年
にかけて行われた共同研究「過去の表象。ヨーロッ
パでナショナル・ヒストリーを記述すること」の成
果となる論集「ネイションを記述する」全6巻の一
冊である。ナショナル・ヒストリー，つまり一国史
記述の問題性が言挙げされて既に久しく，私達は既
に膨大な研究成果を手にしている。そのような（一
見すると）類書の山のなかにあって,19世紀から20
世紀にかけての国家による過去の利用一歴史記述
における一を対象とした本論集は次の二点で目を
瞠る。

第一に，近代国民国家における国民の統合根拠と
して当該地域の中世の歴史記述を提示していること
である。近代国民国家が，国民にとって拠るべき共
通のアイデンテイテイを示す場合，それを中世に求
めることはしばしばある。古代という価値の共通す
る時代が終わり，個々の民族が独自性を主張し始め

ノ

るのが民族移動期以降の中世だからである。その意
味づけは，歴史家が通時的な歴史-その国の歴史

/

のグランドセオリー-の中に中世を固着させ，前
後の時代と比して価値付けすることによってはじめ
て共有される。そのような事例をヨーロッパの数多
くの国にわたって比較可能なかたちで提示した論集
をわたしは他に知らない。
第二に，英独仏のような近代列強ではなく，周縁

諸国を素材としていることである。ここでの周縁諸
国の選択は盗意的ではなく戦略的である。アイルラ
ンドと北欧諸国をあつかう第一部（アイルランド，
ノルウェー，フィンランド，アイスランド）では，
ラテン・カトリック世界とは異なるケルト．ゲルマ
ン的過去に国家のアイデンテイテイをもとめ，第2
部（ベネルクス）では本来共通の過去を持っていた
三国が，それぞれいかに自身の欲する過去を同じ歴
史のなかから切り取っていったのかを論じる。第3
部は，ギリシャ正教のビザンツ帝国とイスラームの
オスマン帝国という2つの帝国の記憶が重なるバル
カン半島における記憶をとりあげる。第4部は，旧

神聖ローマ帝国領であるイタリア，スイス，オース
トリア，チェコを事例とし，民族的特性との関係で
過去を記録する。
ヨーロッパ大陸において過去の記憶と国民国家の

接合は，しばしばローマ帝国との関係が論点となっ
てきた。しかし,16世紀のヨーロッパ諸国で既にそ
うであったように，ローマ帝国の統治を経験してい
ない地域は，隣国との競争のなかで古代に拠らない
過去の「発見」に意をそそいでいた。物理的な軍事
力には基づかないが，これもまた一種の「戦争」で
ある。時として意図的な誤読や握造もいとわないこ
うした「戦争」の歴史的位置を明らかとするのは近
代史の範晴ではあるが，しかし，中世の現実を知り，
近代における再解釈の問題点を史料操作のレベルに
までさかのぼり検討可能な中世史家もまた，このよ
うな史学史的営みに参与する資格はあるだろう。他
方で，国民国家を超えた広域統合の理念を提示する
に際しても中世は利用されうる。本書との関わりで
言えばスカンデイナヴィア主義，汎ゲルマン主義，
汎スラブ主義，そしてカール大帝に祖を求めるEU
もまたそうであろう。中世という過去の両義性が指
摘されるところである。
同時期に刊行された類書として,  Patrick J.

GEARY and Gabor KLANICZAY (eds.),Mtz"zM/Zzc-
r"γ"9A""/c Ages. E"""g/ed HMs功がQf Medie"Z-
is"z i" M"""""-C2"t"がE"γOPe INatinal Cultiva-
tiOn of Culture, 6], Leiden, E.J. Brill, 2013, xvi+436 p.
がある。本書もまた一流の中世学者を執筆陣に揃え
ているが，書評対象害と比べれば，歴史家の代わり
に考古学者が多く，歴史記述の代わりに文学作品や
芸術作品といった同時代の美意識を反映したモノが
多い。歴史記述の材料になる事件もさまざまなモノ
も，それ自体に本来意味は無い。それらにはまり込
むべき場所と意味を与えるのは，それにかかわる人
の歴史意識であるというE.Hカーの命題に，ここ
で も わ た し た ち は 立 ち 戻 る 。 （ 小 澤 実 ）
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